
最大喰菌作用催進ニ必要ナ Jレ紡錘

形細胞人向腫組織煮沸時間

Ueber die zum Herbeifuhren grosster Phagozytose 

erforderliche Abkochungsdauer des menschlichen 

Spindelzellensarlくoms.

Von 

Dr. Y. Aoyaghi, Dozenten der Klinik. 

〔Ausdem Lal;onitorium d. 1. chirurg. l¥linik d. I王aiserl.Universitat zu 

Kyoto (Prof. Dr. R. Torikata）〕

芳L郡守管凶大~，，墜事官官タト手半身差是主室（鳥潟教授指導）

講師醤皐士青柳安誠

〔内容抄録〕 家兎 7完疫γテ符タル抗黄色葡萄!ik球菌「干ロビンJ7 以テ、草色:Jj有色首\j事~！伏球菌喰主主作用

7検v、此ノ際抗原ト 毛／ テ紡銭形細胞人肉腿及ぜ劉股Il、 v テ同肉腿~生母地』宮 市筋肉組織ノ、生液並ピ

ュ 5分、 10分、15分、2・、分、 30分、GO分、 90分、 120分煮液ヲ添加：ジテ、前記喰菌作用ニ及ホ・ス影響.5'1J再

築ジ担 Fレニ、該肉腿組織波ユ於テ ρ 家星島粘液肉腫組織法ニ於クル干金グ問糠ニ、 Yノ30分煮波ず日食菌作

用促進能力炉最大ニジテ、筋肉組織液ニデノ、生液jJ'{l;_大ナリキ。

却す余毒事ρ紡銭形細胞人肉腫’I＇ユ毛主民鶏税 i液肉陸中ニ於ケ Jレl、同椋ニ「イム A ヂンJノ事1.1：ヲ立諮V、

此等肉眼E芝生ノ原因ρ一定ノ微生物~ラザJレペカラフ：干提嶋スル毛ノナリ。
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余等ハfM＂＇－ 訊験管内＝於テ、抗黄色爾萄Jlk;i:;R菌「トロピン」ア用ヰテ主J黄色萄葡！／）：球菌喰

燈作用ヲ検査スル＂＇－［校シ、家鶏粘液肉腫組織 i夜及ピ家鶏健常筋肉ノ生並ピ＝ 5分、 10分、

15分、 20分、 30分、 60分、90分、 120分ノ諸煮液ヲ添加シ、ソノ喰菌作用＝及ポス影響ア翻

察スJ＼，事＝依リ、家鶏粘液肉腫組織i王1＝ハ「イムベヂン」ヲ含有シ、而モ此ノ「イムペヂン」

ハ30分間煮沸＝依リテ金ク破壊サルルモノナル事ア知リタリ。

来シテ然ラバ人ノ紡錘形細胞肉腫＝於テハ如何ナル関係＝アルベキヵ。此ノ問題ヲ解カ

ンガ魚、余等ハ家鶏粘液肉腫組織ヲ以テセルト全ク同一ノ賓験ヲ繰リ返シ、ソノ結果ア彼

是釘比セント欲スルモノナリ口

供試材料

1. バ色葡萄欣球菌原液

2. 非働性黄色葡萄欣球Fil菟疫家兎血清

3. 非働性健常家兎血清（f1/ITT用）



is;; 青；／！）fl、最大喰閣作用時i1込ニ必要ナル紡錘形細胞人r~~脱組織煮沸時間

既＝蛮表セル検査材料ノ一部ナリ。

前記生液メー部ア更 ＝－5分、 10分、 15分、 20分、 30分、 60分、 9）分、 120分ト

赤田紡錘目玉細胞肉腫液

生液

埜隼

煮沸スル事＝依リ各時間ノ煮液ア符・タリ n

4. 

人健常筋肉液（主JJm用）

主盗
塁率 (4) ＝－於ケルト金ク同様ニシテ5分、 10分、 15分、 20分、 30分、印分、 90分、

1釦分ノ煮液ヲ符．。

既＝護表セル検査材料ノ一部ナリ。

... o. 

(1）乃3'(3）モ凡テ既＝登表セル検査用材ノ一部ナリ。

凡テ余等ガ琵表セル第1回ノ：報告＝詳述サレタリ。（日本外科賓函第G各5・6抗参照）

紡錘形細胞人肉腫；在ヲ以テノ検査J富験第1)

権査方法

克＝特殊抗血清ヲ

使用セル際ノ

ロ食趨イ乍F日

健＝健常家兎血清

ヲ使用セ yレ際

ノ1喰菌作用

？＼＝生波 NaιI=

o， ~5 %食勘de

ヲ以テノ針照

（第2・第3表準之）
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第一表

策色葡萄欺球商ノ喰

盤作用ニ及ポナス紡錘

形細胞人肉腫液煮沸

時間J影響（第1鼠－

B闘参mt〕

患者赤岡某ノ大腿部＝護生

セノν就j鋪形細胞肉腫組織ゴリ

第ー園需産史書酪欝ij~n~，品長プ島義~お首長銀ぞ

製シグノレ生及ピ 5分、 lV分、

I一一十一刻働性完疫家兎血清使用

II-－－－－ーづI!!'J?KI:ニ健常家兎血清使用

N＝生放

NaCl ＝い，：－；：； ~6会出水 7以テノ挙J照

（第2・第3岡準之）
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10 民主苦言~－~
一一一~煮沸時間（王子）

40' 

15分、 20分、 30分、 60分、 90

分、 120分煮液ア各 l0,2耗宛

及ピ長Jll？.トシテ 0,85%食盤水

アカ11ヘタル菌液ヲ以テノ捻査

結果ハ第1表及ピ第1圃J'J至第

3園＝示スガ如シ。
出門戸口－－
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所見概括抗黄色葡萄lit球菌「下回ピ ：／~ 作用ニ及.r.・ス紡錘形
細胞人肉眼各種愛19ll時間放ノ影響〔商）（第1表参照）第二園

喰菌作用ノ大小ヲ指示1. 

ス可キ喰菌子敢ヲ観ル＝非｛動

性菟疫家兎血清並＝同健常家

兎血清ア以テノ雨検査＝於

40 

テ、 frtJレモ3J分煮液ヲカ｜’ヘタ

ルモノガ最大ナリキ。

共ノ他ノ煮沸液＝於テハ、

5分煮液ハ生液ヨリ小エナリ、

民”の－

芭？で
c 10分煮液＝至レバ5分煮液＝

優リテ少Vク大トナム 15分

続受難号室I~~品ぶ毒装~〕拡議震予煮液＝於テハ更エ大けリ生
液ヲカHヘタルモノト一致シ、

20分煮液ハ更＝和々大トナ

リ、30分煮液＝至レバ．前述セ

）＼，如ク岩：激＝共ノ；数増大シ、

1E ＝－最大値ヲ示セ P。然ルユ

60分煮液＝至レバ、叉ソノ値

激減ス。市モ偽ホ生液並ピ＝

第三国
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7.Kヲ添加シタルモノハ此等凡テ＝劣リテ最小ナリキ。

非働性菟疫家兎血清ア以テノ検査結果ハ非働性fit常家兎血清ヲ以テノ 4検査結果ヨリ

人健常筋肉液ヲ以テJ：検査（賓験第2)

t；前言E紡錘形細胞肉腫喪生母地ナ ）＼， 同一患者筋肉ヨリ製シタ ）＼， 生 l~ ピ5分、 10分、 1.5分、20
分、 30分、 60分、 90分、 120分、煮液ヲ各 t0,2Y'f宛l!!.ピ封照トシテ0,85J-b食臨7］（ヲ1Jl1へつ？

2. 

モ常＝大ナリキ n
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表ニ第芸員鵠~~説法器r~喝さ高話器ぢ 所見概括

喰菌現象ノ大小ヲ標

ゴH動性五色疫家兎血清並ピ＝

同健常家兎血清アι1テノ雨

完了；ス可キ喰菌子教ア視Jレ＝

JI,菌液ヲ.LJ,、テノ検3!f.結果ハ第2表及ピ第壬園乃至郡6岡＝示サレタリ。

1. 

5 

検査＝於テ何レモ｛i::i夜ヲ加

ヘタモノガ最大＝シテ、 5

分、 IO分、 15分ト煮沸時間

ヲ加フル毎ニ略 I階段的＝

遮下シ行キ、 60分、 90分、第四国諒繍鵠親日r1n°~e／＇~~品1長義諸｛）
1一一一一一非働校完成家兎血清使用
II一一ー－；＇）！＇－働性世間 f話〈兎血箭使用

（管＞5・第G図司七之〕 120分煮沸液ヲ加lヘタルモ

ノハ殆ド相同 c;クシテ最小

ナリキ。市モ食盤水ヲ加へ

タルモノハ、何レノ煮液ヲ

ゾノカnヘタルモノヨリモ、

債小ナリキ。

非 勘l空発疫家兎血清2. 
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一一一ータ煮沸時間（分〕
性健常家兎血清ア以テノ：検

査靖男：ユ比シ常エ大ナリキ。抗1夜色昔ii菊lf.是正ま商「トロビンJ 作用ニ及M ス人ノ
健常筋肉各穂煮沸時間液ノ影響〔商）（第2表参照）

第五園

所見締括並＝討究

買験第1及ピ第2ノ結果ヲ

総括シテ負f§ 3表並ピニ第7

固ヲ得。

以上ヨリシテ余等ハヨたノ

事賞ア知リ得ペシハ即ヂ

紡錘形細胞人肉腫組

織液ニ於テハ、ソノ弓分、

10分煮液ヲ添加シタルモノ

1. 
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第六園
抗黄色葡萄鉄球商「トロピ YJ作用ニ及;P.ス人ノ
健常筋肉各線煮沸時f:OiJll－＇影 !BJ（子）（第Z表参照）

第三表務員参貯（喰菌ヲ）

？竺竺4竺！竺）（：！二！と！こ！こlユl~l~J~／ど
抗血清ヲ ls I 4~· ： 州ベ叫 4Gj 701判＇.！4:2・11 '..'.2 

喰 lfil!ffl セル｜竺＿l~I－~，二］ ；川I_::r;J ~• ： 訓 i29ピ~I rn 

｜場合 ｜ー l-6/:-Ii 』1「五月！守口！三五16 
菌 I 1 /__ I I I I I I I 

I I I Iー 1-1－「 「ー「ー「一
子｜健常血清 Is l山 ;a1 :101 :ri/ 2u1 r;11 川 221 211 rn 

7使用セ l111 I 4.,: ::5 251 221 271 2gf ~1· 201 141 10 

ル場合 lffi！コiココ［15J－三［2sjl8j-2111寸
戸＝紡主主形納胞人肉腫液

：：＝人健常筋肉液
=SzえピMノ生波

第七園茨色葡萄欣球菌ノ喰櫨作用二及ポス紡錘形人肉腫液又J、
健常人筋肉淡ノ；彫軍事ノ総括（喰菌子ノ比較）（第3表参照）

I＝兎疫血清ヲ以テノ喰菌作用：：.lie. ;P.ス
I 紡銭形制胞人肉脆煮液ノ：影響
I＝健常血清ヲ以テノ I政菌作用エ及Jh• ス

II 紡錘非嫡II目白人肉腫煮詰主ノ影響
I＝免疫血清ヲ以テノ喰菌作用ユ及が

l ス健常人筋肉煮液ノ影響
＼＇＝促常血病ヲ以テノ日食菌作用ニ及が

ス健常人筋肉煮液ノ影響
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ガ、生液ヲ加ヘタルモ

ノヨリモ喰菌作用ハ5号
小トナリ、 15分煮液ヲ

以テシタノレモハ生液ト

同僚値トナリ、 30分煮

液ヲ加フル＝至リテ念

＝増大シ．更.：＝.60分煮

液＝至レパ再ピ低下シ、

93分、 l20分煮液，、雨

者同一＝シテソノ｛頁最

1J、ナリキO

然Jレエ此ノ！貰験＝針

照トシテ行へJ＼， 人ノ健

常筋肉液ヲ以テノ貰験

＝於テハ、生j夜ヲ添加l

シタルモノガ、喰菌作

用最大＝シテ、 5分、

10分ト煮沸時間アカHフ

ルエ従ヒテ略々階段的

＝ソノ喰菌作用催準能

力ア遮下シ行キ、60分、

90分、 120分煮液＝及

ピテハ殆ド三者相等シ

ク、ソノ催準能力モ微

小ナリキ。

又食堕7.kヲ加へタル

モノ＝アリテハ、雨買

験ヲ通ジア喰菌作用f位

進能力最小ナリキ。

2. 非働性菟疫家兎

血清ヲmヰテノ検査結

果ハ、同健常家兎血清

ヲ用ヰテノ検査結果ヨ

りモ常＝大ナリキ。

会等ハ更＝進ミテ此



背柳、最大喰m作用催進ニ必要ナル紡錘形細胞人rJ~組1:.t：日煮沸時間 1泊

等所見ノ由ツテ来ル所以ヲ討究考察スル所アルペシQ

(1）ノ所見ハ紡錘形細胞人肉腫組織生iNr:JJ＝ハ喰細胞ノ喰菌作用ア阻止スノL勢力ガ存会

シ、而シテ煮沸執ヲ受クJ!.-ff＇＼＇問ノ延長スルト共＝此ノ問k勢力モ漸弐破却サレテ行キ、 30

分間ノ煮沸＝依リテ完全＝ゆ；却サ｝！.－ルモノナリト解樟シ作ルナリコ

然ラパ 5分、 10分煮液ガソノ喰菌作用促進能力ノ／:iツテ生液＝劣レルハ何故ナリヤトノ

疑問＝蓮スル語ナリ。此ノ疑問毘＝宜ナリト雌モ、ゴ？？万一；ハ前記組織（夜中ニハ肉腫組織ナル

非細菌性蛋白睦ノ含有サ・レ居Jレモノナル事ヲ忘ルベカラズ。市モ斯ル蛋白開ノ抗原性能｛効

力ハ余等ガ屡々報告セル如ク耐煮沸性小エシテ、煮沸＝ヨリ漸次抗原性能｛動力ヲ破壊-jj-レ、

一方、5分、 10分等ノ煮沸＝依リテハ前記閉止力ノ；破却サレル事モ未グ少ク、故＝非細菌性

蛋白惜抗原性能働力ヲ多量＝含有スル生液ヨリモソノ l在菌作用ハ~~少エシテ、 15分、 20分

ト煮沸時間ヲ加1フル＝従ヒ阻止勢力ハ破却サレ、 Ytツテ喰菌作用ハソレェツレテ増強ザレ

行キシモノナリ。

然Jレ＝30分間ノ煮沸＝逢ヘバ、斯｝！.－阻止．勢力ハ此鹿＝全ク破却サレテ、ソノ結果喰南作

用ハ最旺盛トナリ、積イデ60分間煮沸＝逢ヘーベ阻止勢力附帯（産問）物質ノ抗原性能働力モ

亦タ減弱シ、更＝90分、 120分煮液＝至レバ斯ル抗原性能働力ハー居減弱シテ、ソノ他＝非

細菌性蛋白鴎ノ抗原性能lRJカモ亦タ著シグ破壊サ｝！.－ Jレガ故＝、問者合併シテ、喰菌作用イ躍

進力ハ、ソノ他ノ煮液＝比シ遥＝劣弱トナリシナリ。

主J照宮験トシテ行へ｝！.－人ノ健常筋肉液ヲ以テノ結果ハ、此ノ物ノ有スル抗原性能働力ガ

如何＝耐煮沸性ノ小ナルカヲ示スモノナリ。 ~11チ筋肉液ハ非細菌性蛋白檀ヲ含有スルモノ

ナルガ故ニ斯ル蛋白骨豊抗原ノ通有性ノ結果＝他ナラザノレナリ。

然ラパ前述セル「喰細胞ノ菌喰燈作用ヲ阻止スルノ勢力」ナルモノハ何物ナリヤ。是!im

チ烏渇教授＝ョリ創式テ認識サレシ「イムベヂシ」ナリ。市シテ「イムペヂン」ハ微生物鰻

ニヨリテノミ産出サルル物ナルガ故＝、会等ハ「紡錘形細胞人肉腫rfl＝ハ微生物臨ガ存在

セザ｝！.－ベカラズ」ト主張スルモノナリ。

(2）ノ所見ハ「トロピン」含有ノ有無＝依リテ生ジ・グルモノ＝シテ、非働性健常家兎血清

ア以Tノ検査＝於テモ同ミフク、同菟疫家兎血清ヲ以テ＝於ケルガ如キ結果ヲ得タルハ、 i芯

狽版7J¥t:j1ヨリ lf:Z.出セル白血球液中＝合マレ居Jl.-「オプソ＝ン」ノ！支クル影響ト解f，＇＊ス可キナ

P。
斯クテ余等ハ家鶏粘液肉腫＝於ケルト同クク、が］錘形細胞人肉腫＝モ亦タ「イムベヂシ」

ノ含有サレ居ルモノナル事ヲ明確＝詮明シ件タル課ナリ口

結論
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1. 抗黄色葡萄；tk球菌「トロピシ」ヲ以ア ~:I黄色葡萄欣球菌喰盤作用ヲ拾ヲモスルユ賞り抗
原トシテ＇ ff,}j錘形細胞人肉腫組織、同腫場設生母地タル人ノ健常筋肉組織ノ生液技ピ＝同

5分、 10介、 l?i分、 20分、 30分、 60分、。。分、 120分煮液及ピttl!Hトシテ 0,85%食堕＊・アカP

J、フー－、 ソノ，1♀菌作用催準能力エ及ポス影間ヲ翻タル＝、肉腫液ヲ以テノ検査＝於テハ、 30

分:f.l:iJミヲ添加シクル際ノl盗菌作用ガ最大＝シテ、ヨたデco分煮液、 20分煮淡、 15分煮液、及

ピ10分賓：浪、 6分煮i夜、 00分及ビ1泊分煮液ノII田＝減弱セリ。食盤水ヲ）Jllヘタルぞノハ最少

ナb.~！~筋肉i夜ヲ以テノ桧笠＝於テハ生液ア添）Jll ：／タル際ノ喰菌現象ガ最大＝シテ、煮沸

時間ア延長スル＝ツレテ獄衣滅弱セリ。 就r(1CO分、 00分、 120分煮液ハ略 E一致シタル紡

」；ミニテ、ソノ喰菌作用催準））ハ微弱すリキω 此ノ際モ食盤Jkヲカllヘグルモノハ最小ナリキ。

2. 右ハがj鍾形細胞人肉眼組織中＝「イムペヂン」ノ存在スル事ヲ詮明スルモノエシテ是

ノ、全ク家主4粘液肉店l組織＝於ケル検査結果ト一致シタルモノナリ。白lチ余等ガ雨肉腫ノ護

生原因ハ微生物タルペシト提唱スル所以ナリ。

3 設肉！J主組織中＝含有セラレ居ル「イムペヂ；.－＇ ＿！ハ30分間ノ煮沸＝依リテ杢ク破却セラ

レ、従ツテ此ノ際ノ煮液ハ喰菌作1日催進力民大ナリキ。

4. 微生物性抗原ハ而i煮沸性担大、非微生物恒二抗原ハ耐煮がp，性劣弱ナ）＼.－ コトハ爾者ノ間

＝横ハル重大ナル鑑別貼ナリ 。

r:: D. 微生物性抗原ハ耐煮、沸性強たナルノミエJl:ラズ、抗原作用問止物質 C@.[Jチ「イムベ

デシ」〕ヲ含有スルガ故＝、一定時間ノ煮沸＝ヨリテ其ノ抗原性能働力ハ最大トナノLモノナ

リω是亦タ微生物性抗原ト非彼生物性抗原トノllJI；：.横ハル重要ナル差別思＇；ナリ。（完）

Resume 

Die Tcstmrite1i乱li('ll Rt乱llil立ten von e1nem in der Muskulatur cles linken 

Oberschenkels sil7:enden SrindelzelleH.~n.rkom eines Pn.tienten (Alrndn.). Dabei war 

die Dia.gno閉山ikroskopischfe刈gestellt..

Auf die ofter唱 be自cln匂LeneWei向：， stellt己nwir einerseits vom Sarlwm, n.uderrnits 

vom umgeben<len :¥Inskel sowohl 01iginale, als auch verschieden lo.ng der Sieclehitze 

(100℃）乱llSgesじtzteZentrifugate, VOil <lenen gerinnb日1・自 Ei w eisskorperピn1.fernも

wordeu wa:en, her. 

Die Eiu丑ussecln Z1;ub ifogate auf die in vitro nachτveisbare Phagozyto::ie vou 

Staphyloc:uccus pyogeu白鳥札口reusbeim f rezifisむLenAn ti serum e1ne日 Kaninchens 

)Trnpin) bzw. nouualeu E乱rrinth2u日erma,gehen aus folgcuder Tahdle l:e1 vor: 



1!:11 背柳、 ：！＆大喰1者作用HU.！：ニ必要ナ pレ紡銭形細胞人肉組織l匝煮討il時[[1]
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S=Ergelmisse mit dem originalen Zentrifngnt aus dem日日hnermyxosarknm・
M=Ergebnisse mit dem originalen Zentrifng"t aus dern nonnalen HiihnennuskcJ. 

Ergebnis. 

Spindelzellensarkom 

rn 
百
万
』
制
計
三

E
M
Z
A

beim bereits 可viewurde, menschlichen Bei einem 

Hii.hnerrnyxosarkom nachgewiesen, die groBte Phagoz,Ytose dur叶1das 30 Miuuten 

lung gekochte Zentrifugat erzielt. 

das Sarkom eing・ebettetwar, 

biiBte dur・chVerliingerung der Abkocbungsd品uerimmer mehr die F品higkeiも ein,

die Phagozytose (von Stapbylolwkken) zu for(len. 

Der norm~le Oberschenkehnuskel, in dem 2) 

Die antigrne Eig白ruchaft, die sich hier in der Fi加lerungder Ph乱gozytose

dokumentiert, war beim Srnkomgewebe bedeutend koktostabiler als beim Mm,kel, 

3) 

von dem sich das Sn.rkom entwickelte. 

Beim Sarkon1 lieB sich au日目εrdemnoch das Vorbandensein des Impedins 

(Autorererat). deutlich nachweisen 

前披「試験管内特殊喰菌現象＝釣スル肉腫ノ「イムペヂン」作用」挿入表中ノ訂正問所下

言e.／如、ン。
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第八 表
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